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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

山
陽
道
・
萩は

ぎ

お

う

か

ん

往
還

第
50
回

は
じ
め
に

　

防
府
市
は
、
山
口
県
央
部
の
瀬
戸
内

海
沿
岸
に
位
置
し
、「
防
府
」の
地
名
は

古
代「
周す
お
う防

国
」の
役
所
で
あ
る「
国
府
」

が
置
か
れ
た
事
に
由
来
し
て
い
る
。
防

府
に
は
、
周
防
国
分
寺
や
周
防
国
一
宮

の
玉た
ま
の
お
や祖神
社
も
あ
り
、
周
防
国
の
中
心

地
で
あ
っ
た
。

　

中
世
に
は
源
平
の
合
戦
で
焼
失
し
た

東
大
寺
再
建
の
た
め
の
材
を
出
す
地
と

な
り
、
再
建
の
指
揮
を
執
っ
た
大だ
い
か
ん
じ
ん

勧
進

俊し
ゅ
ん
じ
ょ
う
ぼ
う

乗
房
重ち

ょ
う
げ
ん源

上し
ょ
う
に
ん人

が
東
大
寺
別
院

阿
弥
陀
寺
を
創
建
し
た
。
本
年
は
、
重

源
上
人
の
生
誕
９
０
０
年
に
当
た
る
。
近

世
に
は
市
南
部
の
三み
た
じ
り

田
尻
を
は
じ
め
と

す
る
干
拓
地
に
広
大
な
塩
田
が
築
か
れ
、

赤
穂
に
次
ぐ
生
産
量
を
誇
っ
た
。
廃
止

後
の
跡
地
は
工
業
地
帯
と
し
て
、
今
日
も

防
府
の
産
業
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
旧
藩
主
毛
利
家
と
の
縁
が
深

い
地
で
も
あ
り
、
大
正
５
年
に
建
て
ら

れ
た
邸
宅
と
庭
園
（
旧
毛
利
家
本
邸
・

毛
利
氏
庭
園
）
は
、
旧
大
名
家
の
威
光

を
示
す
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
本
年
は

毛
利
家
の
礎
を
築
い
た
毛
利
元も
と
な
り就

の
没

後
４
５
０
年
、
幕
末
激
動
期
の
藩
主
毛

利
敬た
か
ち
か親
の
没
後
１
５
０
年
の
節
目
の
年

に
当
た
る
。
か
つ
て
、
三
田
尻
は
水
軍

の
根
拠
地
が
置
か
れ
、
毛
利
家
の
物
流

拠
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
行
政
区
域
が

「
三み
た
じ
り

田
尻
宰さ

い
は
ん判
」と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
私
は
、
観
光
Ｐ
Ｒ
と
し
て
「
毛

利
家
三
田
尻
宰
判
代
官
」
を
名
乗
ら
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
広
大
な
地
域
を

治
め
ら
れ
て
い
た
毛
利
氏
の
偉
大
さ
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
。

街
道
と
防
府

　

市
内
に
は
、
古
代
か
ら
近
世
に
か
け

て
九
州
と
近
畿
を
結
ん
だ
旧
山
陽
道
が

東
西
に
、
萩
藩
主
が
参
勤
交
代
で
通
行

す
る
御お
な
り
み
ち

成
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
萩
往

還
が
南
北
に
と
、
歴
史
上
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
２
本
の
街
道
が
走
り
、
交

わ
っ
て
い
る
。
２
本
の
街
道
は
防
府
の

各
地
に
ま
ち
を
形
作
り
、
特
に
街
道
の

要
衝
と
な
る
宮み
や
い
ち市
、
三
田
尻
両
地
区
は

市
街
地
形
成
の
核
と
な
っ
た
。

陸
上
交
通
の
要
衝　

宮
市

　

宮
市
は
、
大だ

ざ
い
ふ

宰
府
配
流
の
途
中
、
防

府
に
立
ち
寄
っ
た
と
さ
れ
る
菅
原
道
真

を
祭
っ
た
防
府
天
満
宮
の
門
前
町
と
し

て
栄
え
た
ま
ち
で
、
２
本
の
街
道
が
東

西
約
８
０
０
ｍ
の
区
間
で
重
な
る
た

め
、
陸
上
交
通
の
要
衝
と
な
っ
た
。
人

や
荷
物
が
行
き
交
う
宮
市
は
宿
場
町
と

し
て
発
展
し
、
沿
道
は
数
多
く
の
商
店

が
立
ち
並
ぶ
商
業
の
中
心
地
と
し
て
も

１
３
０
０
年
の
史
都
・
防
府

　
　

〜
二
つ
の
街
道
が
交
差
す
る
ま
ち
〜

毛
利
家
　
三
田
尻
宰
判
代
官
・
防ほ

う
ふ府

市
長（
山
口
県
）　
池い

け

だ田
　
豊ゆ

た
か

すごいぞ！防府



市政 DECEMBER 202113

栄
え
た
。
現
在
で

は
、
随
所
に
残
る

往
時
の
面
影
を
生

か
す
べ
く
、
電
線

地
中
化
や
道
路
の

カ
ラ
ー
舗
装
な
ど

で
景
観
に
配
慮
し

た
整
備
を
行
い
、

歴
史
的
建
造
物
を

活
用
し
た
店
舗
も

登
場
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ま
ち
の

駅「
う
め
て
ら
す
」や
、
防
府
出
身
の
俳

人
種
田
山
頭
火
を
顕
彰
す
る
「
山
頭
火

ふ
る
さ
と
館
」
は
一
年
を
通
じ
て
県
内

外
か
ら
の
観
光
客
を
集
め
て
お
り
、
宮

市
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
る
。

陸
上
交
通
と 

海
上
交
通
の
結
節
点　

 

三
田
尻
と
英
雲
荘

　

萩
往
還
の
終
点
と
な
る
三
田
尻
御
茶

屋
が
あ
る
三
田
尻
の
地
は
、
港
を
有
す

る
こ
と
で
交
通
や
流
通
の
要
衝
と
し
て

栄
え
、
街
道
と
港
、
陸
上
交
通
と
海
上

交
通
と
の
結
節
点
で
も
あ
っ
た
。

　

三
田
尻
御
茶
屋
は
、
萩
藩
主
と
そ
の

家
族
の
滞
在
、
賓
客
の
応
接
に
使
用
さ

れ
た
藩
の
公
館
で
あ
る
。
明
治
以
降
は

毛
利
家
の
邸
宅
と
な
り
、
県
内
の
御
茶

屋
と
し
て
唯
一
建
物
が
残
存
し
た
。
昭

和
14
年
に
建
物
と
敷
地
が
毛
利
家
か
ら

本
市
に
寄
付
さ
れ「
英
雲
荘
」と
命
名
さ

れ
た
。
そ
の
後
は
市
の
公
民
館
的
な
施

設
と
し
て
学
習
会
や
結
婚
式
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
機
会
で
多
く
の
市
民
に
利
用

さ
れ
た
。
平
成
元
年
に
は
萩
往
還
の
関

連
遺
跡
と
し
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
平
成
８
年
か
ら
23
年
ま
で
建

物
の
保
存
修
理
工
事
を
実
施
し
、
嘉か
え
い永

４
年
の
大
改
修
を
基
本
と
し
て
、
江

戸
・
明
治
・
大
正
と
建
築
年
代
に
応

じ
た
姿
に
復
元
し
た
上
で
一
般
公
開

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
か
ら
は
、
池
の
修

復
な
ど
庭
園
整
備
を
行
い
、
こ
の
８
月

に
全
て
が
完
成
し
往
時
の
姿
を
取
り
戻

し
た
。
去
る
９
月
21
日
の
中
秋
の
名
月

に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
観
月
会
を
開
催
し
、

庭
園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
は
じ
め
、
雅

楽
や
笛
な
ど
の
演
奏
の
様
子
を
配
信

し
、
時
代
を
超
越
し
た
雰
囲
気
を
多
く

の
方
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
。

　

本
市
は
、
主
要
幹
線
道
沿
い
の
ま
ち

を
核
と
し
て
形
成
さ
れ
、
発
展
を
遂
げ

て
き
た
。
そ
し
て
、
今
後
も
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
中
で
、
街
道
は
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い
く

と
考
え
て
い
る
。

　

私
は
旅
好
き
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

日
本
全
国
を
旅
し
て
お
り
、
全
国
47
都

道
府
県
全
て
を
２
回
以
上
訪
れ
て
い

る
。
特
に
平
泉
は
大
好
き
で
５
回
は
訪

れ
て
い
る
。
各
地
の
素
晴
ら
し
い
歴
史

や
文
化
を
見
聞
す
る
た
び
、
改
め
て
、

生
ま
れ
育
っ
た
防
府
の
素
晴
ら
し
さ
を

再
発
見
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
時

間
と
体
力
の
許
す
限
り
日
本
百
街
道
を

歩
き
、
歴
史
と
触
れ
合
っ
て
い
き
た
い
。

電線地中化・カラー舗装がなされた宮市町

英雲荘　庭園からのぞむ大観楼

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

一
口
メ
モ

山陽道・萩往還

　

古
代
、
都
と
大
宰
府
を
結
ん
だ「
大
路
」

山
陽
道
は
周
防
に
駅
家
が
置
か
れ
、
駅

家
は
外
国
の
賓
客
を
迎
え
る
た
め
瓦
ぶ

き
白
壁
に
整
え
ら
れ
て
い
た
と
伝
わ
る
。

　

江
戸
時
代
、
日
本
海
側
の
萩
に
移
封

さ
れ
た
毛
利
氏
は
、
萩
を
中
心
と
し
て
、

瀬
戸
内
を
は
じ
め
領
国
内
の
各
地
方
に

延
び
る
街
道
整
備
に
努
め
た
。

　
「
萩
往
還
」
は
、
幹
線
道
路
と
し
て
萩

と
三
田
尻
と
を
ほ
ぼ
一
直
線
に
約
13
里

（
約
50
㎞
）
で
結
び
、
参
勤
交
代
の
御
成

道
と
し
て
、
ま
た
三
田
尻
経
由
で
大
坂

へ
向
か
う
道
と
し
て
最
も
利
用
さ
れ
た
。

赤
間
関（
下
関
）

三田尻

宮
市

萩 山陽道萩往還

日本海 山
陽
道
・
萩
往
還
が
交
わ
る

水
陸
交
通
の
要
衝
「
防
府
」


